










R5 耶麻・両沼支部国語部一次研の運営について 

                    令和５年 ５月 ２９日 

 

金山中学校長 野口 幸哉 様 

（ 

 

発信元：（ 山都 ）中学校 

発信者：（ 佐久間光児 ）電話   0241-38-2056 

 

実施日時：令和５年 ７月 ２６日（木）曜日 （ ９：３０）～（ １２：００） 

 

部会名 参加者人数 指導助言者 発表者等 会場 備考 

耶麻（国語） 

両沼（国語） 
13 名 

※１ 

会津教育事務所 

 指導主事 

  荒川 真彦 

各校会員 

※２ 

湯川村立 

湯川中学校 

各校実践発表 

県協議会提出資

料の検討 

 

 ※１ 中教研耶麻支部長（喜多方二中佐藤校長先生）には、国語部としての意向を伝えてあります。 

 ※２ 耶麻・両沼支部の計画としては、耶麻支部主催となっていますが、会員の移動距離を考慮し 

   変更したいと考えます。会場の湯川中学校長および耶麻支部長には打診してあります。 



令和５年度 耶麻・両沼中学校教育研究会 

各専門部会出席者名簿 
 

部会名（ 社会科   ）会場校（ 坂下中   ） 
 

 【耶麻支部】    【両沼支部】  

№ 氏    名 学校名  № 氏    名 学校名 

1 鈴木  憲 裏磐梯中  1 齋藤 真琴 昭和中 

2 須田 夏子 塩川中  2 小島 奈緖 本郷中 

3 本多 康夫 塩川中  3 真壁 敬司 高田中 

4    4 風間 達則 会津柳津学園中 

5    5 須田 剛広 新鶴中 

6    6 本多 康弘 新鶴中 

7    7   

8    8   

9    9   

10    10   

11    11   

12    12   

13    13   

14    14   

15    15   
 



耶麻・両沼中学校教育研究会 

主題研修報告会記録 
 

※できるだけ簡略化すること 

〇支部長あいさつ   

〇自己紹介 

〇専門部会報告 

  ①主題・副主題について ②Ｒ５いわき大会について（参集型・地理的分野発表） 

  ③全国大会運営費について 

〇主題研報告    

①「持続可能な社会の実現」をポイントに ②副主題にある「多面的・多角的に事 

  象を捉える」「考察する力」を視点の柱に ③「課題把握」「課題追求」「振り返り」 

  の各場面を工夫する 

〇支部研究の方向性 

①県大会発表分野の地理的分野に絞って全員が実践研究を行う。試案でも良い 

  ②単元構造図の検討 ③課題設定の工夫 ④資料の精選と活用 ⑤ICTの活用 

〇一次研の持ち方について（別紙 一次研の運営について）   

〇その他 

  ①会計について ②Classroomによる情報提供（資料・授業実践など） 

  

 

   
 



令和５年度 耶麻・両沼中学校教育研究会 

一次研の運営について 

【 社会科  】部会 

１ 一次研役割分担等の確認 

発表者 全   員  （     中） （     中） 

司会者 鈴木  憲  （ 裏磐梯 中） （     中） 

記録者 須田 剛広  （ 新 鶴 中） （     中） 

２ 指導助言者の確認 

希望する指導助言者 野中 伸也 様 所属 会津教育事務所 

１ 会津教育事務所の指導主事を指導助言者として依頼する場合 

（１）中教研事務局が一括して内諾をとります。 

（２）会津教育事務所の指導主事の内諾の可否について、後日、中教研事務局より各部長

に連絡します。 

２ 会津教育事務所以外の指導主事等を指導助言者として依頼する場合 

（１）各専門部長が電話等で、依頼する指導主事等に内諾をとってください。 

３ 中教研事務局が指導助言者所属に「講師派遣申請」を行います。 

４ 指導助言者の旅費は、中教研事務局で負担します。 

３ 一次研の持ち方について ※原則午前中のみの開催とします。 
 
【記入例】 
  9:00  9:30                  10:30            11:00            11:25  11:40 
     9:20                         10:40            11:05            11:30 

          

受 
 

付 

部
会
開
会
式 

部 会 
研究協議 

（持参資料の発表及び
それについての協議） 

 
 

休 
 

憩 

部 会 
指導助言 

（研究協議及
び進め方につ
いて助言をい
ただく） 

休 
 

憩 

部 会 
協  議 

（県大会参加
者、二次研に
ついて） 
 

部
会
閉
会
式 

移 
 

動 

調 

整 

会 

 
【今年度の一次研の日程】 
  9:00  9:30         10:30            11:00            11:25  11:40 
     9:20                         10:40            11:05            11:30 

          

受 
 

付 

部
会
開
会
式 

部 会 
研究協議 

（全員発表） 

休 
 

憩 

部 会 
指導助言 

 

休 
 

憩 

部 会 
協 議 

（県大会につ
いて） 

部
会
閉
会
式 

移 
 

動 

調 

整 

会 

 
※指導助言者の同席時間（ ９：３０ ～ １１：００   ） 

 











令和５年度 耶麻・両沼中学校教育研究会 

各専門部会出席者名簿 
 

部会名（ 理科 ）会場校（ 坂下中 ） 
 

 【耶麻支部】    【両沼支部】  

№ 氏    名 学校名  № 氏    名 学校名 

1 星  貴之 高郷  1 鶴水 達也 三島 

2 善澄  博 喜多方三  2 原田  聡 会津柳津学園 

3 穴澤 嘉寛 喜多方一  3 菅原 美保 坂下 

4 吉村 憲治 喜多方二  4 佐藤 賢哉 三島 

5 森  智哉 裏磐梯  5   

6 渡邊あおば 北塩原一  6   

7 河原田公輝 山都  7   

8 平佐田健太 高郷  8   

9 和久井大輝 塩川  9   

10    10   

11    11   

12    12   

13    13   

14    14   

15    15   
 



耶麻・両沼中学校教育研究会 

主題研修報告会記録 
 

※できるだけ簡略化すること 

【県中教研主題研修報告】 

理科の３つのポイント 

① 生徒の思いや願いを起点とした単元を貫く問いやねらいを設定すること。 

② 探究の流れに沿った構想を行うこと。 

③ 生徒の実態から推察する重点的に取り組むべき資質・能力や各学年の重点項目を 

踏まえた単元構想を行うこと。 

以上の３つを柱として単元構想を行う事で主体的な探究活動が行われ、科学的に探究 

するために必要な資質・能力を身につけさせること。 

【研究推進について】 

耶麻支部・両沼支部の合同で、一次研・二次研を行う。 

【一次研の持ち方について】 

・ 全員が発表を行う。内容や様式は、それぞれがやりやすい方法でよい。 

・ 県での発表支部ではないため、自分の資質・能力向上のための研究をすること。 

・ 両支部で１分野７名、２分野４名に分かれた。県大会参加者は、それぞれ資料の 

 内容で決定する。１分野１名、２分野 1名とする。 

【その他】 

・ 中教研を活用して、情報交換を行うことで、資質・能力向上に寄与してほしい。 

 

 



令和５年度 耶麻・両沼中学校教育研究会 

一次研の運営について 

【 理科 】部会 

１ 一次研役割分担等の確認 

発表者 全員   （     中） （     中） 

司会者 渡邊 あおば （北塩原第一中） （     中） 

記録者 河原田 公輝 （ 山 都 中） （     中） 

２ 指導助言者の確認 
希望する指導助言者 

理科担当・指導主事 
所属 会津教育事務所 

１ 会津教育事務所の指導主事を指導助言者として依頼する場合 

（１）中教研事務局が一括して内諾をとります。 

（２）会津教育事務所の指導主事の内諾の可否について、後日、中教研事務局より各部長

に連絡します。 

２ 会津教育事務所以外の指導主事等を指導助言者として依頼する場合 

（１）各専門部長が電話等で、依頼する指導主事等に内諾をとってください。 

３ 中教研事務局が指導助言者所属に「講師派遣申請」を行います。 

４ 指導助言者の旅費は、中教研事務局で負担します。 

３ 一次研の持ち方について ※原則午前中のみの開催とします。 
 
【今年度の一次研の日程】 
  9:00  9:30                  10:30            11:00            11:25  11:40 
     9:20                         10:40            11:05            11:30 

          

受 
 

付 

部
会
開
会
式 

部 会 
研究協議 

（持参資料の発表及び
それについての協議） 

 
 

休 
 

憩 

部 会 
指導助言 

（研究協議及
び進め方につ
いて助言をい
ただく） 

休 
 

憩 

部 会 
協  議 

（県大会参加
者、二次研に
ついて） 
 

部
会
閉
会
式 

移 
 

動 

調 

整 

会 

 
※指導助言者の同席時間（ ９時２０分～１１時 ） 

 
          

          

 
  











令和５年度 耶麻・両沼中学校教育研究会 

各専門部会出席者名簿 
 

部会名（美術部会）会場校（会津若松市立第一中学校） 
 

 【耶麻支部】    【両沼支部】  

№ 氏    名 学校名  № 氏    名 学校名 

1 岩下 千恵 喜多方一中  1 土橋 康弘 昭和中 

2 須田 磨美 喜多方二中  2 五十嵐 章 坂下中 

3 遠藤  学 裏磐梯中  3 庄司 美保 高田中 

4    4   

5    5   

6    6   

7    7   

8    8   

9    9   

10    10   

11    11   

12    12   

13    13   

14    14   

15    15   
 



耶麻・両沼中学校教育研究会 

主題研修報告会記録 
 

※できるだけ簡略化すること 

北会津支部・耶麻支部・両沼支部・南会津支部合同で開催。 

北会津支部長の古川校長先生（北会津中）より部長代表であいさつ。主題研修会の報告 

も併せて行っていただいた。 

主題研修会の資料を会員の方が目を通す時間を設け、副主題である「多様な価値観」に 

ついて協議を行った。それぞれの学校から実践を話してもらい、今後（1次研）の研修 

の在り方を含めた協議となった。 

協議後は各支部に分かれて、県大会の参加者等の打合せを行った。 

１次研は７／２７（木）猪苗代中学校で北会津・耶麻・両沼支部合同で実施する。 

南会津支部は旅費の関係も含めて検討中。 

２次研についても１０／１７（火）に１次研同様の形で実施する。 

支部造形審査会については、耶麻・両沼合同ではなく、各支部で運営する。 

 

 

 

 

 

 

 
 



令和５年度 耶麻・両沼中学校教育研究会 

一次研の運営について 

【 美術 】部会 

１ 一次研役割分担等の確認 ※場所 猪苗代中学校 

発表者 全員   （     中） （     中） 

司会者 山口  功（河東学園） （     中） 

記録者 長谷川裕美（若松三中） （     中） 

２ 指導助言者の確認 

希望する指導助言者 
 

なし 
所属 

１ 会津教育事務所の指導主事を指導助言者として依頼する場合 

（１）中教研事務局が一括して内諾をとります。 

（２）会津教育事務所の指導主事の内諾の可否について、後日、中教研事務局より各部長

に連絡します。 

２ 会津教育事務所以外の指導主事等を指導助言者として依頼する場合 

（１）各専門部長が電話等で、依頼する指導主事等に内諾をとってください。 

３ 中教研事務局が指導助言者所属に「講師派遣申請」を行います。 

４ 指導助言者の旅費は、中教研事務局で負担します。 

３ 一次研の持ち方について ※原則午前中のみの開催とします。 
 
【記入例】 
  9:00  9:30                  10:30            11:00            11:25  11:40 
     9:20                         10:40            11:05            11:30 

          

受 
 

付 

部
会
開
会
式 

部 会 
研究協議 

（持参資料の発表及び
それについての協議） 

 
 

休 
 

憩 

部 会 
指導助言 

（研究協議及
び進め方につ
いて助言をい
ただく） 

休 
 

憩 

部 会 
協  議 

（県大会参加
者、二次研に
ついて） 
 

部
会
閉
会
式 

移 
 

動 

調 

整 

会 

 
【今年度の一次研の日程】（現時点での予定です。）※北会津支部と協議済み 
  13:00                                            15:30                 16:30 

          

受 
 

付 

部
会
開
会
式 

            研究協議    見学等 

部
会
閉
会
式 

移 
 

動 

調 

整 

会 

 
※指導助言者の同席時間（       ～       ） 

 

























耶麻・両沼中教研道徳部会県主題研修報告会 

日時：令和５年５月２２日（月） 

１５：００～ 

場所：会津坂下町立坂下中学校 

 

１ 出席者 

 （１）耶麻支部 

     園部 毅（西会津町立西会津中学校） 

     齋藤 英子（喜多方市立塩川中学校） 

     目黒 奈津子（喜多方市立第一中学校） 

     大内 みのり（北塩原村立第一中学校） 

     佐藤 幸枝（喜多方市立会北中学校） 

 （２）両沼支部 

     川島 淳（会津美里町立本郷中学校） 

     小坂 ひろみ（柳津町立会津柳津学園中学校） 

     西田 さおり（会津坂下町立坂下中学校） 

     鈴木 里奈（金山町立金山中学校） 

 

２ 主題研修報告会記録 

 （１）５月１１日（木）西会津中 園部毅校長先生出席 

 （２）令和５年度研究主題・副主題について 

   ① 「自己を振り返る」とは？ 

    ○ これまでの自分の振り返り。 

    ○ 学んだことの振り返り。 

    ○ 他者の発表を聞いての振り返り。 など 

   ② 「よりよい生き方について考えを深める」とは？ 

    ○ 自分に置き換えて考える。 

    ○ 自分の生活を振り返って良さや課題を把握する。 

 （３）副主題に迫るために 

   ① 対話が深まる話し合いの工夫を図る。 

   ② 書いたり発表したりする活動を取り入れる。 

 （４）指導法の工夫例 

   ① 協働的に議論させる指導の工夫…演じる、気持ち柱などによる可視化 

   ② 発言の予想と問い直しを考えておく。 

   ③ 板書を生かす工夫。 

   ④ 生徒の内面の変容を視覚的に振り返らせる板書の工夫。 

 

３ 研究推進について 

 （１）問題意識をもち、自分のこととして考えることのできる工夫。 

 （２）感じたり、考えたりしたことの根拠や理由を明らかにする工夫。 

 （３）賛同や相違の意見を交流するような、協働的な議論とする工夫。 

 （４）自己を振り返り、考えを深めることのできる工夫。 

 

４ 一次研のもち方 

 （１）各学校において、研究主題、副主題のもと授業実践（実践試案）等を持ち寄り、そ 

   の成果や課題、工夫した点を協議する。形式は自由とする。 

 （２）指導助言者は会津教育事務所指導主事に依頼する。 



 （３）各学校の道徳教育の工夫についても共有していく。 

 （４）会場は耶麻支部の学校。 



令和５年度 耶麻・両沼中学校教育研究会 

各専門部会出席者名簿 
 

部会名（ 特別活動 ）会場校（オンライン） 
 

 【耶麻支部】    【両沼支部】  

№ 氏    名 学校名  № 氏    名 学校名 

1 田代  茂 塩川中  1 野口 幸哉 金山中 

2 平井 正巳 塩川中  2   

3 坂井裕美子 喜多方三中  3   

4 柳沼  勝 喜多方一中  4   

5 長谷川詩織 高郷中  5   

6 佐瀬 大地 西会津中  6   

7 眞田 萌花 喜多方二中  7   

8    8   

9    9   

10    10   

11    11   

12    12   

13    13   

14    14   

15    15   
 



耶麻・両沼中学校教育研究会 

主題研修報告会記録 
 

※できるだけ簡略化すること 

 １ 開会 

 ２ 部長挨拶        野口 幸哉 両沼部長 

 ３ 協議          

⑴ 主題研修会報告     田代  茂 

    ・県中教研総会・県特別活動専門部総会報告 

     ・研究推進について報告 

⑵ 質疑・応答 

  ・「集団活動への参画」の集団とは、委員会活動や生徒会活動も含まれると 

   考えてよいか。   

   学級以外にも、学年、生徒会、委員会といった様々な集団が存在するので 

   その中での、実践でもよいと考える。 

⑶ 支部専門部研究推進 

① 各校で研究推進を行う。 

② １次研の持ち方  別紙 

⑷ その他 

   ・生徒会交歓会について 7月 31日（月） 

 ４ 閉会 

 
 



令和５年度 耶麻・両沼中学校教育研究会 

一次研の運営について 

【 特別活動 】部会 

１ 一次研役割分担等の確認 

発表者 全 員   （     中） （     中） 

司会者 平井 正巳  （ 塩 川 中） （     中） 

記録者 柳沼  勝  （ 喜多方一中） （     中） 

２ 指導助言者の確認 

希望する指導助言者 
 

         先生 

所属 

会津教育事務所 

１ 会津教育事務所の指導主事を指導助言者として依頼する場合 

（１）中教研事務局が一括して内諾をとります。 

（２）会津教育事務所の指導主事の内諾の可否について、後日、中教研事務局より各部長

に連絡します。 

２ 会津教育事務所以外の指導主事等を指導助言者として依頼する場合 

（１）各専門部長が電話等で、依頼する指導主事等に内諾をとってください。 

３ 中教研事務局が指導助言者所属に「講師派遣申請」を行います。 

４ 指導助言者の旅費は、中教研事務局で負担します。 

３ 一次研の持ち方について ※原則午前中のみの開催とします。 
 
【記入例】 
  9:00  9:30                  10:30            11:00            11:25  11:40 
     9:20                         10:40            11:05            11:30 

          

受 
 

付 

部
会
開
会
式 

部 会 
研究協議 

（持参資料の発表及び
それについての協議） 

 
 

休 
 

憩 

部 会 
指導助言 

（研究協議及
び進め方につ
いて助言をい
ただく） 

休 
 

憩 

部 会 
協  議 

（県大会参加
者、二次研に
ついて） 
 

部
会
閉
会
式 

移 
 

動 

調 

整 

会 

 
【今年度の一次研の日程】 
  9:00  9:30 
     9:20          10:30 10:40  11:00 11:05    11:25 11:40 

          

受 
 

付 

部
会
開
会
式 

部会 
研究協議 

（持参発表・協議） 

休
憩 

  部会 
指導助言 

休
憩 

  部会 
協議 

（県大会参加
者、二次研に
ついて） 

部
会
閉
会
式 

移 
 

動 

調 

整 

会 

 
※指導助言者の同席時間（ ９：２０ ～ １１：００ ） 

 


